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平成10年度に実施した農場実習の科目名と各科目
の履修者数を第1表に示した｡
これまで農場実習は主として農地生産力開発学講
座の教官が担当してきたが,昨年度に引き続き作物
機能調節学講座の教員も担当しその数も増えた｡来
年度以降も,学部全体で学生の実習教育を担当しよ
うとする動きが,大きくなることを期待したい｡農場
実習以外の科目については,昨年度とほぼ同様の体
制で実施した｡
農地生産力開発学実習ⅠとⅢについては,これま
でと同様,内容の一部を集中実習として本島農場で
実施し(Ⅰ･Ⅱ合同),夏期に雑柑類の摘果を行った｡
温州ミカンは着果量が少なく,12月の収穫作業も例
年に比べ早く終了した｡しかし,気象の影響を受けて
雑柑類の収穫時期が早まり,学生に他品種の雑柑類
の収穫作業を経験させることが出来た｡収穫作業の
後に行った試食会も,学生に好評であった｡
第 1表 農場実習授業科目と履修者数
科 目名 年次 単位数 履修者数
農場実習Ⅰ (前期) 3
Aコース
Bコース
Cコース
農場実習‡ (後期) 3
Aコース
Bコース
Cコース
農地生産力
開発学実習Ⅰ 3
開発学実習Ⅱ 4
2
15
24
7
2
8
16
4
2 13
2 12
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Aヨ-ス日程蓑 (木曜日,3-5時限)
(1)農場実習 Ⅰ･Ⅰ
月 日 内 容 担当技術部 担当教員
前期
4 16 オリエンテーション
4 23 作付計画
4 30 水稲作付計画と種籾の予措
5 7 ブドウの新梢管理
5 14 ムキヾ幾の種と交配
5 21 水稲播種と乾田直播
5 28 牛の取り扱い方
6 4 ブドウのシ"へ小レリン処理
6 11 タマネキ小の収穫
6 18 ブドウの摘粒
6 25 水稲移植
7 2 畑作収穫
7 9 サトイモ培土
9 3 ロJiドットによる省力作業
9 10 和牛の管理
クロッピンクやシステム
汎用耕地
栄樹
クロッピンク小システム
汎用耕地
山地畜産
果樹
そ菜 ･花き
果樹
汎用耕地
タロッt:0ンク小システム
クロツピンク小システム
機械システム
山地畜産
後期
10 1 オT)エンテ-ション
10 8 キクの摘膏
10 15 カキの収穫 ･脱渋
10 29 水稲収穫
11 5 畑作収穫
ll 12 ムキ､類の播種
ll 19 畑作収量調査
ll 26 和牛の管理
12 3 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種
12 10 サトイモの収穫
12 17 圃場整備
12 24 和牛の審査
1 14 水稲収量調査法
1 21 果樹のせん定
1 28 圃場機械の操作
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?
?
?
?
?
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?
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全員
そ菜 ･花き 後藤
果樹 福田
汎用耕地 斎藤
クロッt:Oンク小システム 黒田
クロッピンクやシステム 吉野
クロッピンク小システム 黒田
山地畜産 奥島 津高牧場
汎悶 耕地 暫藤 八浜農場
クロッt:oンクtlシステム 吉野
クロッピンクやシステム 黒田
山地畜産 河本 津高牧場
汎用耕地 脅藤
果樹 久保田
機械システム 難波
Bコ-ス日程表 (木曜日,3-5時限)
月 日 内 容
前期
4 16 オリエントション
4 23 リンでの受粉
4 30 キクの挿 し芽 ･定植
5 7 果菜類の定植
5 14 ムキヾ類の種と交配
5 21 作付計画
5 28 モモの摘果 ･袋掛け
6 4 牛の取り扱い法
6 11 ブドウのシ小へ小レリン処理
6 18 ブドウの摘粒
6 25 水稲移植
7 2 キクの摘曹
7 9 カキの摘果
9 3 ロホ㌧ブ=こよる省力作業
9 10 果樹の接ぎ木
後期
10 1 オリエン:トション
10 8 畑作収穫
10 15 カキの収穫 ･脱渋
10 29 水稲収穫
11 5 球根類の定植
ll 12 ムキ中豊の播種
ll 19 畑作収量調査
ll 26 タマネキナの定植
12 3 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種
12 10 サトイモの収穫
12 17 圃場整備
12 24 和牛の審査
1 14 葉菜類の収穫 ･残菜収納
1 21 果樹の暫定
1 28 圃場機械の操作
担当技術部 担当教員 備考
全員
栄樹 久保田
そ薬 ･花き 後藤
そ菜 ･花き 村上
クロッピンクtlシステム 吉野
Jロッピンク小システム 黒田
栄樹 福田
山地畜産 河本 津高牧場
果樹 久保田
栄樹 福田
汎用耕地 斉藤
そ菜 ･花き 後藤
果樹 福田
機械システム 門田
果樹 久保田
全員
クロッピンクやシステム 黒田
栄樹 福田
汎用耕地 斉藤
そ菜 ･花き 後藤
クロッピンク小システム 吉野
クロッピンク小システム 黒田
そ菜 ･花き 村上
汎用耕地 斉藤 八浜農場
タロッピンクやシステム 吉野
タロッピンク1システム 黒田
山地畜産 河本 津高牧場
そ菜 ･花き 村上
果樹 久保田
機械システム 難波
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Cコ-ス日程表 (金曜日,3-5時限)
月 日 内 容
前期
4 10 オリエンテーション
4 17 キクの挿し芽 ･定植
4 24 作付計画
5 1 牛の取り扱い法
5 8 乾草調製
5 15 和牛の管理
5 22 試験場見学
5 29 モモの摘果 ･袋掛け
6 5 サイレ-シ小調製
6 12 和牛の管理
6 19 牧場等見学
6 26 水田管理
7 3 ブドウの摘粒 ･袋掛け
7 10 果菜類の収穫
9 4 ロホ㌧ソ=こよる省力作業
後期
10 2 オリエンテーション
10 9 和牛の管理
10 16 和牛の飼育管理
10 23 子牛の去勢
ll 30 和牛の審査
11 6 SAGUSystemの修得
ll 13 和牛の審査
ll 20 家禽類の飼育管理
担当技術部
そ菜 ･花き
クロッピンク小システム
山地畜産
山地畜産
山地畜産
山地畜産
果樹
山地畜産
山地畜産
山地畜産
汎用耕地
果樹
そ菜 ･花き
機械システム
山地畜産
山地畜産
山地畜産
山地畜産
Jロッt:oンク小システム
山地畜産
山地畜産
ll 27 稲藁収納 ･水稲栽培技術と品種 汎用耕地
12 4 草地の維持管理
12 11 サトイモの収穫
12 18 和牛の審査
1 8 和牛の削蹄
1 22 圃場機械の操作
1 29 草地の利用管理
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山地畜産
クロッピンクやシステム
山地畜産
山地畜産
機械システム
山地畜産
担当教員､ 備考
全員
後藤
黒田
河本 津高牧場
岸田 津高牧場
奥島 津高牧場
近藤康 畜産センター
福田
岸田 津高牧場
奥島 津高牧場
近藤康 小林牧場他
斎藤 八浜農場
久保田
村上
門悶
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農地生産力開発学実習Ⅰ 日程表
4 14 オリエンテーション
5 12 水稲播種
5 19 畑作管理
6 2 水稲苗管理
6 9 水稲移植
6 23 タやイス小播種
7 7 ハ1レイショ収穫
?
?
?
??
??
?
?
?
??
??
4 14 オリエンテーション
5 12 ブドウの新梢管理
5 19 モモの摘果
5 26 モモの袋掛け
6 9 71/ウGA処理
6 23 71､'､りの摘粒
7 7 ブドウの袋掛け
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
4 14 オリエントション
4 28 肉用牛の飼養管理
5 12 草地の利用管理
5 26 草地の維持管理
6 9 肉用牛の繁殖管理
6 23 肉用牛の肥育管理
7 7 肉用牛の衛生管理
?????????
?
これ以外に,各班とも本島農場において,
下記の通り二度の集中実習を行った｡
7月13日(月)-14日(火)
12月21日(月)-22日(火)
1班
農地生産力開発学実習Ⅰ 日程表
4 9 オリエンテーション
4 16 作付計画
4 23 種籾の予措 ･作付計画
5 7 畑作播種
5 14 水稲播種･乾田直接
5 28 畑作管理
6 4 苗の形態と生長
6 18 水稲移植
6 25 畑作収穫
10 1 畑作収穫
10 29 水稲収穫
ll 12 畑作収量調査
ll 26 稲藁収納 ･栽培技術
12 10 圃場整備
1 14 水稲収量調査法
これ以外に,各班とも本島農場において,
下記の通り二度の集中実習を行った｡
7月13日(月)-14日(火)
12月21日(月)-22日(火)
?????????? ??????? ? ?
?
4 9 オリエンテ一ション
4 16 モモの摘花
4 23 リンコ小の受粉
5 7 モモの台木の管理
5 14 71/りの新梢管理
5 21 モモの摘果
5 28 モモの袋掛け
6 4 7やドゥGA処理
6 1 デトやウGA処理
6 18 ブドウの摘粒
6 25 ブドウの摘粒 ･袋掛け
7 2 カキの摘果
9 10 栄樹の接ぎ木
10 29 カキの収穫 ･脱渋
ll 26 リンコ､の収穫
????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
4 10 オリエンうトション
4 24 牧場管理
5 15 草地の利用管理
5 29 草地の維持管理
6 12 和牛の飼養管理
6 26 和牛の審査
7 3 和牛の審査
9 4 和牛の繁殖管理
9 11 草地の利用管理
9 18 牧草収量調査
0 16 和牛の衛生管理
0 23 和牛の肥育管理
1 13 子牛の肥育管理
1 27 和牛の繁殖管理
2 11 草地の維持管理
????????????????
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牧場実習は,本学と島根大学および鳥取大学との間で単位互換制を
とっており,3年次生を対象とした1単位の科目である｡本実習の履
修者数における特徴は年次変動が大きいところにある｡本年度は23名
の履修者があり,昨年度の12名を大きくこえた｡教官の受け入れ態勢
も昨年以上に整い,家畜機能調節学講座の6教官が参加 され,実習と
講義を担当した｡以下,平成10年度における牧場実習の受講者数,日
程表,学生の感想と要望についてそれぞれ示した｡
牧場実習日程表
牧場実習の受講者数
大学名 受講者数 (名)
?
?
?
?
時刻 8月24日 (月) 8月25日 (火) 8月26日 (水) 8月27日 (木) 8月28日 (金)
6:0073 -8 集 合 起床 起床 起床 起床
牧場管理 炊 衛生管理 炊 ブラツシンク小 炊 牧場管理 炊
岸田 事 奥畠 事 河本 事 河本 事
朝食清掃 朝食 朝食 朝食清掃 清掃 清掃
畜舎実習 畜舎実習ー 畜舎実習 畜舎実習
9:00 - 野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑
草地の管理 衛生管理 和牛の審査 繁殖管理
12:00 -32543578 岸田 近藤 .阿部 河本 .及川 奥田
昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩清掃
乾草調製 和牛管理 和牛審査
岡山農場へ移動解散
牧場へ移動
諸注意場内見学河本
岸田 奥島 河本 .奥島
機械実習奥島
畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習
野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑
入浴 入浴 入浴 入浴
夕食 夕食 夕食 夕食
19:00202 交流会 片付 休憩 片付 休憩 片付 親睦会
講義 :実験用 講義 :家畜の 講義 :和牛の 片付動物の開発 遺伝学 審査について
佐藤 国枝 河本
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間
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学生の感想と賛望 (履修者23名中21名が回答)
⑳今回の実習は初めての経験の連続だった｡給餌か
ら排糞などの基本的な牛の管理からして初めてで,最
初はあの巨体に近づくのさえ恐く,牛のいる柵の中
には入れないほどだった｡しかし,次第に慣れてくる
とここにいる黒毛和種はとてもおとなしい牛で危害
さえ加えなければ大丈夫ということがわかり,ブ
ラッシングや体型測定などは自らすすんで楽しくや
ることができた｡
機械実習では,今までに使ったことのない草刈機
やクレーンなどを実体験でき,とても楽しかった｡私
は恐いながらもクレーン車に乗ったが,かなり兵剣
に取り組み,できたときはとてもうれしかった｡また
頚静脈からの採血では,牛の太い血管を手さぐりし
ながら,注射針をつきさしたが,その際牛がかなり暴
れて,恐くてなげ出したくなったが,先生やみんなに
励まされて何とかできたときもやはりうれしかった｡
去勢や除角,大腸検査は私自身はやらなかったが,見
るだけでもかなり貴重なものだった｡
知識も確かに大切で必要なものだが,自分の身を
もって学ぶということでさらに理解が深まり,同時
にうれしさや楽しさもあった｡
さらに,4泊5日という集団生活を通して他大学生
との交流が持てたことや,みんなで協力して食事を
作ったり,後片付け,掃除などができたことも員重な
体験だと思う｡食事のメニューやデザートなども先
生に気を使っていただいて,とても充実した満足の
いくものだった｡
こういう実習は初めてだったので,持参品のとこ
だけ読んで,作業着を単なる汚れてもいい服のみに
理解してしまい,夏だから暑いと思って半そでのT
シャツしか持っておらず,長そでがないことで不便
なときもあった｡できれば持参品のプリントに長そ
でも必要ということと,洗濯機が使えるということ
を書いて欲しいと思う｡
⑳やることが密にあって,ふだん運動不足の私には
少しきつかったです｡
宿泊施設がきれいで良かったです｡でも,牛や牧場
の人とふれあうことができて,とても楽しかったで
す｡また来たいです｡それに,直腸,採血などのいろ
いろな体験ができ,良い経験になったと思います｡ト
ラクターに乗れたことと,ブラッシングが,中でも特
に楽しかったです｡
暑い中,いろいろなことを数えてくれた先生方,技
官の方,本当にありがとうございました｡実習を通じ
て,良い先生に指導を受けれたこと,充実した生活を
送れたことに,感謝しています｡
⑳規則正しい生活ができてよかった｡採血は実際に
させてもらえていい経験になった｡もう少し,ゆった
りとした日程ならもっとよかった｡除角や去勢,妊娠
の状態や発情の検査など授業では見れないことなの
で,この実習で見れてよかった｡すごくしんどくて,
夜の講義は起きていられなかった｡ごめんなさい｡
⑳実際に牛に触れて,採血や去勢,直腸検査などき
ちょうな経験ができたのでよかった｡思ったよりも
牛というものはおくびょうで敏感だと思った｡去勢
を行っているときなど,1頭の牛に異変が起きている
ことをすぐにキャッチして,集まってきて鳴いたり,
人に寄ってきたりなど,なかなか敏感だった｡順位性
もあるようで,それが牛の群れをまとめている重要
な役割になっていることもうかがえた｡教科書や講
義からではつかみにくいことも,牛にふれていろい
ろと実感できたので本当によかったと思う｡
人工授精や出産なども見たかった｡長そでがいる
ことをしおりに書いていてはしかった｡あと洗たく
機があることも｡
⑳島根大には牛がいないので,本格的な畜産業と触
れ合う機会がありませんでしたが,この実習で和牛
生産と触れ合うことができて楽しかったです｡
日程は確かにきついものがありましたが,その分5
日間という短い日数の割に充実した内容だったと思
います｡
今回,改善して欲しいと感じたことは,事前に必要
なもの (長そでetc)と設備内容 (洗たく機,乾燥機,
洗剤etc)を知らせて欲しかったです｡たくさん衣類
を持ってきたけれど,その半分で良かったので｢本当
なら荷物がもう少し軽かったのになあ｣と残念でし
た｡あと集合場所に車で来て良かったのに,禁止され
ていたのも残念でした｡
⑳他大学の学生と交流ができて楽しかった｡早朝か
らの実習で,かなり体力的にはつらかったが,充実し
た5日間だった｡
ただ,日中の実習では,もっと効率良く休けいを入
れてはしかった｡
どの実習も,実際に体験して,知識とすることがで
きたと思う｡学生でないとできないであろうと思わ
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れる貴重な体験をさせてもらって,牧場実習に参加
して,よかったと思う｡
しかし,積極的に参加する生徒はよいが,うまく参
加できず,見学だけになっているものにも平等に物
事を体験させたほうがいいと思った｡個人の問題か
もしれないが,一部のものだけが積極的になってい
たように感じた｡
最後ですが,教官のみなさんには,わがままな大学
生によくぞ付き合っていただいて大変,ありがた
かったです｡
又,技官のおふたりにも,よくしていただき,我々
の実習が成功したのも,お世話していただいたみな
さんのおかげだと思っています｡
⑳今回の実習まで,ウシについて勉強することはほ
とんど無かったので,ウシに触れることができ畜舎
作業をすることができたことはいい経験になった｡
今回の実習では,きつい仕事というのは無かったけ
れど,飼育している人は削蹄などのきつい仕事があ
り,ウシの健康状態にも気を使わなければいけない
という繊細な部分もあり,本当に大変な仕事だろう
と思った｡
設備,食事については良かったと思う｡ただ,講義
が眠かった｡講義の時間は少し変えた方が良いと思
う ｡
実習は,色々なことを体験することができ,畜産農
家の大変さを少しでも知ることができたので良かっ
たと思うが,人数が多い分,3日目以降の仕事が少な
過ぎた気がする｡もう少しきつい仕事を増やしても
良いと思う｡
生活面についてあまり束縛されずに,自由時間ま
で設けてあったので4泊5日という期間があまり長く
感じなかった｡これは良かったと思う｡今回の牧場実
習で,普段の大学生活ではしないようなことをいろ
いろすることができ,資重な体験になったと思いま
す｡ありがとうございました｡
⑳今回の牧場実習は私にとって,とても充実した
日々を送ることができ,とても楽しいものであった｡
普段の大学生活では体験できない実際の牛を育てる
現場で必要なことを数々学ぶことができたり,他の
大学の学生たちと知り合えたり,始めのうちはあま
り参加することにあまり気がのらなかったのだけれ
ど,今になってみると本当にこの実習に参加できて
よかったと思う｡
この実習の楽しさをもっとアピールすれば,きっ
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ともっと多くの学生が集まるように思う｡夏休み中
であるし,ただ作業をさせられると思っている学生
が多いのではないかと思う｡ただの作業ではなく,午
からの採血や直腸検査,去勢などの本当に貫重な体
験のできるこの実習をもっと多くの学生に教えてあ
げなければいけないと思う｡きっとみんな楽しく学
習することができるに違いない｡
とにかくこの実習に参加できて本当によかったと
思う｡
最後に来年はこうしてほしいと思うことを書こう
と思う｡○焼肉は質より量であってほしい｡○仔牛が
産まれるときには莫夜中でもいいから出産を見せて
ほしい｡○持ち物に長そでを加えてほしい｡
⑳家畜の管理の大変さがよく分かりました｡体は
少々きつかったけれど,作業はおもしろく,いろいろ
学ぶことができました｡どの実習も,まさかやらせて
はもらえないだろうと思っていたことも実際に体験
することができて,良い経験になりました｡
畜舎実習が,なかなかどうしたらよいか分からな
くて能率的に動けなかったのが残念です｡あれが毎
日の作業でしかも一部で,さらに少人数でこなされ
ていると思うと不思議な感じさえしてきました｡
今回の実習を適して,牧場や牛についてはもちろ
ん,物の考え方や,取り組み方についても教えていた
だけて,とても有意義な時間を過ごすことができま
した｡先生方や技官の方々には大変感謝しています｡
将来この経験を生かすことができるよう,これから
も勉強していくつもりです｡
⑳牧場で牛の世話をするのは初めてでしたが,思っ
てた以上にいろんな事を考えなくてはいけない事が
分かりました｡エサも牛によって量や種類がちがう
し,どの牛は発情してるか,出産予定日はいつか,去
勢をする日はいつか,をきちんと知っておかなくて
はならない｡でも大変な事も多いかもしれないけど,
牧場の仕事は動物を相手にしてる分,毎日,牛たちが
ちがう状態で面白かった｡子牛を産んだ牛もいるし,
出荷された牛もいた｡それに今まで牧場にいても
個々の牛を特別な感情をもって見た事はなかったけ
ど,血液採取をした牛を見ると愛着を感じたりした｡
きっと子牛から育てたりしてると,何十頭いてもす
べての牛に愛着感じて世話をしていらっしゃるんだ
ろうなあと思った｡又今回直腸検査や和牛の審査な
ど初めての経験をたくさんさせてもらって,とても
いい思い出ができてうれしかった｡
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(1)目標と概要 :実際に作物を栽培 したり,家畜を
飼育することを通 じて,刻々と変化する動植物に対
する観察力や農業生産技術に対する洞察力を養 うこ
とを目標にした｡農業生産における技術体系と,地域
環境の保全に果たす農業の役割を,実際の農業生産
の場における体験を通 じて広 く認識できるようにし
た｡そのため,作物や野菜 ,花弁などの科目別実習に
加えて,班別実習を行った｡班別実習は果菜類や畑作
物の栽培を班別に行わせ ,播種から収穫までの管理
に責任をもたせた｡栽培記録を終了時に提出しても
らい,成績の判断材料とした｡
(2)履修状況 :前期53名,後期23名の履修があっ
た｡
(3)その他 :班別実習は前期エダマメ,トウモロコ
シ,キュウリ,後期キュウリ,ダイコン,ホウレンソ
ウ各3班に分かれて栽培を行った｡学生は播種から収
穫まですべての作業を経験 していたことから,野菜
類の試食が教育効果をさらに高めた｡
基礎農学実習El程嚢
前期コース
内 容 担 当 者 実施場所 備考
4 13 オリエンテーション 密藤,景山,黒田 附属 農場
4 20 牧場経営と草地の利用 河本,岸田
4 27 植生調査 吉川,坂本,嶋
5 11 ムキ小類の交配 吉野
5 18 リンでの栽培管理 福田
5 25 昆虫相調査及び標本作成 中筋,藤崎,佃
6 1 野菜の栽培管理 景山,暫藤
6 8 和牛の管理 河本,奥島
6 15 花井の栽培管理 景山
6 22 水稲の栽培管理 密藤
6 29 畑作物の栽培管理 黒田
7 6 7､ドゥの栽培管理 久保田
9 7 農業団体調査 小松
9 14 農作業機械の構造と取扱い 毛利,難波,近藤 ,門田
津 高牧場
半 田 山 本館前集合
岡山農場
岡山農場
半 田山
岡山農場
津高牧場
岡山農場
八浜農場
岡山農場
岡山農場
見 学
岡山農場
後期コース
担 当 者 実施場所 備考
10 5 刑エンテ-ション 暫藤,景山,黒田 附属 農場
10 12 昆虫相調査及び標本作成 中筋,藤崎,佃 半 田山
10 19 水稲の収穫 脅藤 岡山農場
10 26 植生調査 吉川,坂本,嶋 半 田山 本館前集合
11 9 花井の栽培管理 景山
ll 16 野菜の栽培管理 景山,斉藤
ll 30 ムキ小類の播種 吉野
12 7 牧場経営と草地の管理 河本,岸田
12 14 畑作物の栽培管理 黒田
12 21 農作業機械の構造と取扱い 毛利,難波.近藤,門田
1 11 デトやりの努定
1 18 和牛の管理
1 25 農業団体調査
岡山農場
岡山農場
岡山農場
津 高牧場
岡 山農場
岡 山農場
久保田,福田 岡 山農場
河本,奥島 津 高牧場
小松 見 学
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"･∴ ∴訂 ･:I.dl-十 ㌦･･ ∴
(日 授業の目標 :人工交配は,作物の育種や遺伝研
究において,最も基礎となる技術であるので,普通コ
ムギを材料に,人工交配に必要な除雄と受粉操作を
行うことを目標にした｡
E.･t∴一十主 上 十 工 十 . ･i･H
(2)履修状況 :生物機能 ･遺伝資源開発学講座の3
年次生26名が履修した｡
(3)憶周期闇:4月20日-5月30日
｢栽培実習｣日程嚢 (前期 金曜員 3-4時限)
月 日 実 習 内 容
4 10 オリエントション
4 17 キクの挿し芽 ･定植
4 24 作付計画
5 1 リンでの受粉
5 8 果菜類の定植
5 15 ブドウの新梢管理
5 22 リンでの摘果
5 29 モモの摘果 ･袋掛け
6 5 果菜類の栽培管理
6 19 サトイモ培土
6 26 水田管理
7 3 ブドウの摘粒 ･袋掛け
7 10 果菜類の収穫
9 4 ロホ㍉州こよる省力作業
9 11 栄樹の接ぎ木
担当教員
???????
?
?????
?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
?
??
6 位闘由来学 級蘭学部断層養護 学 校 『職 場 俸駿学習』
昨年に引き続き,当大学教育学部附属養護学校の
高等部2年生8名に対して,職場体験学習を行った｡
期間は平成10年10月7日-9日の3日間であった｡実
施に当たっては,高等部の担当教員と農場の教員･技
術職員･事務職員が入念な打ち合わせを行い,受け入
れ体制を充実させた｡
昨年の経験を踏まえ,生徒の個性に応じて実習内
畑作班(2名)
容に変化を持たせた｡そして,学習の習熟度の高い生
徒には,雨の中での作業を実施した｡可能な限り,土･
作物･職員に触れる機会を多く設け,農が持つ教育力
を引き出すようにした｡昼休みには,農場で研究をし
ている本学の学生と生徒がキャッチボールをするな
ど,場内にほほえましい光景も見られた｡
職場体験学習日程表
班別の体験学習内容
栄樹班(5名)
10 7 ホウレンソウの播種 リンで拾い
10 8 ダ､ィコンの間引き
ホウレンソウの播種
キャへ1ッ畑の除草
10 9 タやイコン葉の収穫と洗浄
サツマイモの収穫
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洋なし拾い
石拾い
リンコ1'園の除草
サツマイモの収穫
野菜班(1名)
キクの芽かき
キクの芽かき
ナス･キクの収穫
ブトやりの袋詰め
花束作り
サツマイモの収穫
